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●　実数の集合 R の部分集合

A =

{
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n

∣∣∣∣ n ∈ N
}

に対して，inf A および supA を求めよ．

（解） a ≤ 0 なら，すべての n ∈ N に対して a ≤ 0 <
1

n
が成り立つので，a は A の下界，つまり，a ∈ L(A)

である．実数 x の整数部分を [x] と表すことにする．a > 1 なら，[
1

a

]
≤ 1

a
<

[
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a

]
+ 1 =⇒ a >

1[
1

a

]
+ 1

∈ A

が成り立つので，a ̸∈ L(A) である．以上から，L(A) = (−∞, 0] であり，定義より inf A = maxL(A) = 0

となる．

a < 1 なら，1 ∈ A より a ̸∈ U(A) である．a ≥ 1 なら，すべての n ∈ N に対して a ≥ 1

n
となるので，

a ∈ U(A) である．U(A) = [1,+∞) と定義より，supA = minU(A) = 1 となる．

●　実数の集合 R の部分集合 A，B は上に有界であるとする．集合 A+B を

A+B = { a+ b | a ∈ A, b ∈ B }

で定義するとき，sup (A+B) ≤ supA+ supB が成り立つことを示せ．

（解） α = supA，β = supB とおく．上限の定義より

∀a ∈ A (a ≤ α) , ∀b ∈ B (b ≤ β)

が成り立つ．任意の x ∈ A+ B に対して，集合 A+ B の定義より x = a+ b となる a ∈ A，b ∈ B が存在

するので，x = a+ b ≤ α+ β が成り立つ．したがって，α+ β ∈ U(A+B) である．上限の定義より

sup (A+B) ≤ α+ β = supA+ supB

が得られる．
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